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 ６月聖句 

   『 あなたがたはそれぞれ、賜物を授かっているのです。』 （新約聖書：ペテロの手紙①４章１０節） 

＜巻頭言＞ ゆとりがない子ども達 ゲーム・スマホの時間は増加       園長 小山哲夫 

 ベネッセ教育総合研究所の「放課後の生活時間調査 2013」を見ると、小学生の５０％、中学生の６０％が

「忙しい」と感じ、「もっとゆっくり過ごしたい」と願う子どもの姿が浮き彫りになっています。さらに、携

帯電話などの使用割合が増加し、その分テレビやＤ

ＶＤを見る時間が減っているようです。勉強や習い

事、ゲームや携帯電話を使う時間など、最近の子ど

も達は時間に追われて生活しています。 

さらに、外遊び・スポーツ、アクティビティーへ

の参加が減少し、どんどん行動が内向きになってい

ることも明らかになっています。 

以前から子ども達の健全な成長の為に「暴力的な

ＴＶ・ゲームから遠ざける（暴力的でなくても影響

が大きい）」「できるだけ幼児期にゲームを与えな

い」ことを繰り返しお伝えし、幼稚園にはキャラク

ター物は置かず、運動会ダンス曲等でも子どもの心

を育てる曲を選ぶ努力を積み重ねてきました。しか

し、ゲーム機やスマホ、タブレットなどに触れる時間が急激に増え、ゲームをしたことがない子どもはほとん

どいないのが実態です。 

子どもにとっても、大人にとってもゲームは楽しく、刺激的な遊びです。その分『やめようと思ってもやめ

られない』『どんどんやりたくなる』というのが実態です。つまり、ゲームを完全に禁止するのは現実的対応

とは言えなくなっています。さらに、保護者としては、ゲームが子どもに与える脳への影響や、人格形成上で

問題となる要素は心配ですが、ゲームを禁止すると仲間外れ・仲間に入りにくいのでは、いじめにあうのでは

ないかと心配になる心理が現在の傾向を助長しています。 

昔の子どもがベーゴマやおままごとで一緒に遊んでいたように、今はゲームという道具で子ども同士の関係

を保っているという考え方も一理あります。大人の生活に置き換えてみても、趣味や遊びという共通項があっ

た方が仲間になりやすく、子どもの社会でも、共通項があった方が仲良くなりやすいのは当然です。とはい

え、ゲームに限らない別の遊びや楽しみもたくさんあります。その楽しみに導いていくのも大人の役割だと思

います。 

文部科学省による調査では「外遊び時間の減少による子ども達の体力低下」や、「ビデオゲームに費
やす時間と学ぶ力低下の相関関係」なども報告されています。 

＜テレビゲームのプラス面＞ 
・創造力が増す ・視覚空間推論力が増す ・反射的思考力が増す 
＜テレビゲームのマイナス面＞ 
・じっくり取り組む集中力が落ちる ・学業・体力不振 ・暴力的なゲームが引き起こす問題行動 

例えばアクションゲームやシューティングゲームなどの場合、ゲームをしている最中は、視聴覚を司る脳の

が比較的活性化され、思考に使われる脳はあまり刺激されません。このように、身体をあまり使わないで、ゲ

ーム中は脳の中の限られた部分だけに強烈な刺激を与えていることになります。そうなると次第に仮想と現実

の均衡が崩れてしまい、非行に走るまではいかなくても、ゲームやネットの影響で、現実感覚が希薄な子ども

達がとても増えている現状につながります。キレやすい子やちゃんと座れない子

が増えていますが、その子たちは、勉強でも集中することができません。筋力の

問題ではなくて、意識で身体をコントロールできないということです。脳の活性

化には、適度な運動が有用であり、ゲームだけでなく体を動かす遊びとのバラン

スを心がけることが大切です。 

現代の子ども時代は、将来電子機器をバランスよく使いこなすための土台を築

くときであると言えます。子どもの時にしかできない多様な体験に導き、子ども

自身が選択できる力が育つ環境を整えることがとても大切になっています。ぜ

ひ、本当に豊かな子ども時代を大切にしましょう。 



６月行事予定表 

5/31 花の日礼拝 花の日ボランティア・交通安全指導 

１日（金）教師研修会参加の為休園（はこぶね開所） 

２日（土）土曜休園 

３日（日）開園記念日 

４日（月）あそびんこクラブ 

５日（火）歯牙検診・フッ素塗布 9：00～（1回目） 

６日（水）避難訓練 

 ７日（木）春の親子遠足 

９日（土）土曜休園 

１１日（月）あそびんこクラブ 

１２日（火）興部高校職場体験 2名（～6/13） 

１３日（水）興部町「人権の花運動」10：00～ 

１４日（木）子育てを語る会 10：00-12：00 

      ＰＴＡ父母交流会 19：00～ 

１５日（金）父の日礼拝（園児のみ） 

１６日（土）土曜休園 

１８日（月）あそびんこクラブ  

２０日（水）６月お誕生会（野菜醤油ラーメン） 

２２日（金）運動会ごっこ・お弁当交流の日 

２３日（土）土曜休園 

２５日（月）興部町子ども劇場（人形劇鑑賞）10：00～ 

      （中央公民館で行います。お迎えは公民館） 

２９日（金）月末統計 

３０日（土）土曜休園 

＜お知らせ＞  

１、５月３１日（木）『花の日ボランティア』：（キリスト教暦の子供の日） 

  花の日は、１８５６年アメリカ・マサチューセッツ州、チュレセア教会で「子ども

は神様からの大切な預かりもの」という故事にならって始められた行事です。その地

方では花の最盛期の６月第２日曜日に、子ども達が公共施設で働く人々に花を届け、

自分達の生活を支えて下さる人々に感謝します。また、病気の人、孤独な人々にも花

を届け、共に生きる大切さを知る為に行ないます。 

   はまなす幼稚園もこの趣旨にそって、幼児のボランティア活動として、各クラス

ごとに下記の所に花を届けました。※ゴミ収集の方・牛乳配達の方へは、作業日に園

児全員で花束を差し上げました。 

２、歯牙検診・フッ素塗布について １回目 ６月５日（火） 雄武町在住園児も塗布できます。 

興部町の乳幼児フッ素塗布事業として、幼稚園の歯牙検診にあわせてフッ素塗布（無料）を年２回実施

します。２回目は１０月を予定しています。フッ素塗布に関する諸注意をご確認の上、塗布希望者は当日

に母子手帳を持たせてください。検診結果は後日お知らせします。 

３、春の親子遠足について 

  別紙、遠足のお手紙をご覧下さい。 

４、６月子育てを語る会 ６月１４日（木） 

    テーマ：「最近のＴＶ・ゲーム等の脳の発達への影響」 

１０：００～１２：００（はこぶね） 

今月の巻頭言に書いたように、「ゲーム等の脳の発達への影

響」について確認・考えて、子ども達の健全な成長について

学びます。幼稚園関係者以外も多数ご参加ください。 

５、６月お誕生会について  ６月２０日（水）  

   ６月のお誕生会は、「野菜醤油ラーメン」を食べます。お弁当はおかず類・デザートを持たせて下さい。な

お、お子さんが食べられない等の事情がある場合は、事前に教師にご連絡ください。 

６、運動会の詳細は、運動会についてのお手紙で後日お知らせ致します。 

７、興部町「子ども劇場」 ６月２５日（月）１０：００～１１：３０（中央公民館）お迎えは公民館です 

興部町「子ども劇場」の主催で、興部町中央公民館で人形劇「１ぱつ９のごうけんハンス」を鑑賞します。

終了時刻が通常の降園時刻になります。 

園児のお迎えは「中央公民館」に来てください。はこぶね（預り保育）を利用する園児は、園バスで幼稚園

に戻ります。秋里宇津・沙留方面バス利用の園児はいつも通りにバス降園します。 

 以上 

つくし・たんぽぽ 組  寿福祉寮・図書館 

ちゅうりっぷ組  興部郵便局・国保病院・中央公民館 

ひ ま わ り 組  警察署・きらり・森つくりセンター・牧村歯科・興部町役場・消防署 

園  児  全  員  ゴミ回収の方々、牛乳配達の方、 


